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はしがき

貧食白血球の走化・浸潤に関するこれまでのわれわれの研究の結

果、タンパク質合成装置リボソームの構成成分であるＳ１９リボソー

ムタンパク質が、単球の走化・動員を含めて、多様なリボソーム外

機能を発揮していることが明らかになってきている。今回の研究プ

ロジェクトでは、血栓の吸収処理におけるＳ１９リボソームタンパク

質二量体と単球/マクロファージの役割を、モルモット腹腔内に凝血

塊を埋め込むというモデル実験系を用いて検討した。
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平成２０年１月２４日，熊本市．

研究成果

１．s１９リボソームタンパク質に対する抗体をウサギに作成するこ

とができ、これを用いたヒト血漿の免疫ブロッティング解析に

より、同タンパク質がおおよそ100,9/ｍｌの濃度存在することを

明らかにできた。

2．凝血塊より分離した血清中に単球選択的走化因子が形成されて

いることを再確認し、抗体を用いた検討で、それがＳ１９リポソ

ームタンパク質二量体であることを明らかにできた。

3．モルモット心臓血から作成した凝血塊を腹腔に挿入して経日的

に観察する実験系を開発し、ヒトの血栓症で報告されているよ

うに１日後には塊の表面が単球/マクロファージで覆われ、７日

目にはほぼ完全に吸収されることを観察できた。

４．この凝血塊を調製する際に抗Ｓ１９リボソームタンパク質抗体を

共存させておくと、単球/マクロファージによる被覆がまばらで

不完全になり、塊の吸収が大幅に遅延することを観察し、本研

究の最大の目的であった血栓の吸収除去におけるＳ１９リボソー

ムタンパク質二量体と単球/マクロファージの役割の重要性を示

すことができた。
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現在の状況

現在、これらの成果を論文にまとめる作業に取り掛かっており、

平成２０年度の日本生化学会でも報告する予定である。

今後の研究計画

１．血漿中のＳｌ９リボソームタンパク質の濃度を正確に測定できる

免疫学的定量法を完成させる。

２．この研究過程で、単球が凝血塊表面を被覆する際、形態学的に

見て特異な分化を遂げることに気がついたので、その分化の内

容と機能の詳細を研究してみたい。

３．なんといっても最大の疑問点は、どのような機序の下にＳ１９リ

ボソームタンパク質が血漿中に存在しているかである。免疫学

的定量法が確立したならば、種々の疾患において血漿Ｓ１９リボ

ソームタンパク質濃度を測定し、何らかの手がかりを得る研究

を行いたい。
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